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竹
中
正
夫
の
生
涯

土
　
肥
　
昭
　
夫

目
次は

じ
め
に

１
　
生
い
立
ち
、
そ
し
て
学
び
の
舎
に
て

２
　
同
志
社
大
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育

３
　
国
内
社
会
活
動

４
　
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
活
動

５
　
著
作
活
動

６
　
晩
年

は
じ
め
に

竹
中
正
夫
先
生
は
同
志
社
大
学
の
教
授
と
し
て
、
神
学
部
に
所
属
し
、
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学
、
宗
教
社
会
学
の
研
究
と
教
育

に
従
事
さ
れ
た
。
先
生
は
学
者
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
者
、
市
民
の
社
会
運
動
に
関
係
し
、
そ
の
方
法
を
指
さ
し
、
事
業
を
起
こ
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さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
先
生
は
書
画
を
よ
く
し
、「
悠
芳
」
と
号
し
て
、
美
術
の
世
界
を
逍
遙
さ
れ
た
。
先
生
は
こ
の
よ
う
な
見
識
と
素
養
を

生
か
し
、
日
本
の
み
な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
、
世
界
各
地
の
有
識
者
と
交
流
し
、
そ
の
啓
発
に
努
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
支
え
、
貫
い
た
も
の

が
、
先
生
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
そ
の
理
解
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
先
生
と
同
じ
職
場
で
働
き
、
同
世
代
で
あ
り
、
住
居
も
近
か
っ
た
の
で
、
公
私
と
も
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。
い
ま
、
先
生

の
逝
去
を
悼
み
、
そ
の
生
涯
を
か
え
り
み
よ
う
。
そ
の
著
作
活
動
に
つ
い
て
は
、
少
し
述
べ
た
が
、
改
め
て
論
述
し
た
い
。
こ
れ
も
一
つ

の
歴
史
的
叙
述
で
あ
る
か
ら
、
本
文
で
は
敬
称
を
省
略
す
る
。

１
　
生
い
立
ち
、
そ
し
て
学
び
の
舎
に
て

竹
中
正
夫
は
、
一
九
二
五
年
九
月
六
日
に
中
国
の
北
京
（
ペ
キ
ン
）
で
生
ま
れ
、
二
七
年
に
大
連
（
タ
ー
リ
エ
ン
）
に
移
住
し
た
。
彼

の
編
集
・
発
行
し
た
『
く
る
あ
さ
ご
と
に

―
母
・
竹
中
　
俊
の
生
涯

―
』（
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
と
、
彼
の
父
政
一
は
満
鉄
理
事
を

つ
と
め
、
母
俊
（
と
し
）
は
音
楽
の
素
養
豊
か
な
人
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
山
紫
水
明
の
地
、
丘
陵
に
そ
び
え
る
広
大
な
邸
宅
に
住
み
、
千

客
万
来
の
生
活
で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
に
父
の
退
職
に
伴
い
、
彼
ら
は
東
京
・
大
森
、
次
い
で
大
岡
山
に
移
住
し
た
。
彼
の
父
は
退
職

後
も
仕
事
の
関
係
で
外
地
に
出
か
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
母
が
正
夫
と
三
人
の
姉
妹
の
養
育
に
つ
と
め
た
。
彼
女
（
旧
姓
秋
元
）

は
実
は
東
京
音
楽
学
校
の
出
身
で
、
卒
業
後
一
時
は
神
戸
女
学
院
で
音
楽
教
師
を
し
て
い
た
。
そ
の
頃
院
長
で
あ
っ
た
Ｃ
・
Ｂ
・
デ
フ
ォ

レ
ス
ト
（C

harlotte
B

.D
eForest

）
に
聖
書
を
学
び
、
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
。
こ
の
母
を
信
頼
し
、
尊
敬
し
て
い
た
彼
は
、
キ
リ
ス

ト
教
に
親
し
み
、
一
九
四
〇
年
に
組
合
教
会
の
通
称
東
大
森
教
会
（
現
日
本
基
督
教
団
大
森
め
ぐ
み
教
会
）
で
受
洗
し
た
。

一
九
三
八
年
に
彼
が
入
学
し
た
（
旧
制
）
成
城
高
等
学
校
と
い
う
の
は
、
四
年
制
の
尋
常
科
（
旧
制
中
学
校
に
該
当
）
と
三
年
制
の
高
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等
科
（
旧
制
高
等
学
校
に
該
当
）
よ
り
成
り
立
っ
て
い
た
。
こ
の
学
校
は
、
一
九
一
七
年
に
沢
柳
政
太
郎
が
教
育
の
新
し
い
研
究
・
実
験

校
と
し
て
成
城
学
園
の
一
部
に
つ
く
り
、
知
名
な
教
育
者
も
そ
の
教
育
に
参
画
し
、
そ
れ
な
り
に
独
自
性
の
あ
る
私
学
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
彼
が
在
学
し
て
い
た
と
き
は
国
粋
主
義
、
軍
国
主
義
の
盛
ん
な
時
期
で
、
そ
の
学
校
案
内
を
見
る
と
、
国
体
観
念
の
養
成
、
団
体
的

訓
練
の
強
化
、
自
学
偏
重
の
是
正
、
規
律
的
生
活
の
訓
練
な
ど
が
教
育
目
標
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
（『
成
城
学
園
五
十
年
』
一
九
六
七

年
、
一
二
八
頁
）。
彼
は
こ
の
高
等
科
に
二
年
し
か
在
学
し
な
か
っ
た
。
一
九
四
二
年
八
月
の
閣
議
決
定
に
よ
り
、
旧
制
高
等
学
校
や
大
学

予
科
は
一
年
短
縮
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
一
九
四
四
年
に
京
都
帝
国
大
学
経
済
学
部
に
入
学
し
た
。
父
の
よ
う
に
大
陸
で
活
動
す
る

こ
と
を
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
（
竹
中
正
夫
『
生
と
死
の
は
ざ
ま
で

―
妻
を
し
の
び
て

―
』
二
〇
〇
二
年
、
四
二
頁
）。
し
か
し
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
緊
迫
で
、
文
科
系
学
生
の
徴
兵
猶
予
停
止
の
閣
議
決
定
（
一
九
四
三
年
一
〇
月
）
が
あ
り
、
そ
の
結
果
、
四
五
年
二

月
に
彼
は
召
集
令
状
を
受
け
、
旭
川
の
砲
兵
隊
に
配
属
さ
れ
た
が
、
後
に
陸
軍
主
計
に
配
置
転
換
に
な
っ
た
。

彼
が
軍
隊
生
活
で
何
を
考
え
た
か
は
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
敗
戦
体
験
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
敗
戦
後
六
〇
年
の
と
き
、「
旭

川
の
第
二
師
団
の
兵
営
で
〔
天
皇
の
〕
放
送
を
き
き
ま
し
た
。
懺
悔
と
決
意
の
原
点
と
な
る
と
き
で
し
た
」（
竹
中
正
夫
・
百
合
子
『
年
々

歳
々
』
二
〇
〇
五
年
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
一
〇
月
に
彼
は
京
大
に
復
学
し
た
。
彼
は
そ
こ
で
経
済
学
の
み
な
ら
ず
、
社
会
思
想
、
哲
学
、
さ
ら
に
文
学
部
で
田
辺
元

の
懺
悔
道
の
特
別
講
義
を
聴
き
、
自
ら
の
思
索
を
深
め
た
。
四
八
年
に
彼
は
京
大
を
卒
業
し
、（
新
制
）
同
志
社
大
学
神
学
部
の
三
年
に
編

入
学
し
た
。
敗
戦
に
よ
っ
て
大
陸
で
活
躍
す
る
道
は
閉
ざ
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、「
反
省
と
懺
悔
の
中
に
新
し
い
道
が
探
求
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
か
な
り
長
い
間
の
思
案
を
経
て
」
こ
の
道
を
選
ん
だ
、
と
彼
は
後
に
言
う
（
竹
中
正
夫
『
生
と
死
の
は
ざ

ま
で

―
妻
を
し
の
び
て

―
』
前
出
、
同
頁
）。
彼
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
者
の
生
活
は
神
ま
た
キ
リ
ス
ト
へ
の
献
身
生
活
で
あ
り
、
教

会
に
お
け
る
奉
仕
の
生
活
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
彼
と
同
じ
神
学
寮
で
あ
る
此
春
寮
で
生
活
を
と
も
に
し
た
が
、
物
の
乏
し
い
時
代
に
彼
は
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学
校
と
自
分
の
所
属
す
る
京
都
教
会
の
間
を
自
転
車
で
走
り
回
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

一
九
五
〇
年
に
大
学
を
卒
業
し
た
彼
は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
を
得
て
、
九
月
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
大
学
院
神
学
研
究
科
（Y

ale

D
ivinity

School

）
に
入
学
し
た
。
そ
こ
で
、
修
士
を
終
え
、
五
五
年
六
月
に
大
学
院
宗
教
学
研
究
科
社
会
倫
理
学
専
攻
（F

ield
of

SocialE
thics,the

D
epartm

entofR
eligious

Studies,Y
ale

U
niv.

）
でPh.D

を
受
領
し
た
。
彼
の
博
士
論
文
は
「
日
本
に
お
け
る
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
社
会
問
題
の
関
係
に
つ
い
て
」（
佐
々
木
敏
二
訳
、
住
谷
悦
治
編
『
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
問
題
』

み
す
ず
書
房
、
一
九
六
三
年
）
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
彼
は
近
代
日
本
の
福
音
宣
教
の
担
い
手
、
そ
の
受
容
者
、
そ
の
歴
史
的
状
況
か
ら

説
き
お
こ
し
、
キ
リ
ス
ト
教
と
中
産
階
級
の
都
市
知
識
人
と
の
結
び
つ
き
、
国
家
主
義
的
絶
対
主
義
の
潮
流
の
中
で
な
お
独
自
の
行
動
を

し
た
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
、
社
会
的
キ
リ
ス
ト
者
、
内
村
鑑
三
と
そ
の
群
れ
、
植
村
正
久
に
代
表
さ
れ
る
長
老
派
に
注
目
す
る
。
そ

し
て
近
代
日
本
の
教
会
と
社
会
問
題
の
関
係
を
九
つ
の
問
題
点
に
要
約
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
彼
が
日
本
の
社
会
に
生
き
る
キ
リ
ス
ト
者
と

し
て
つ
ね
に
考
え
て
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
こ
の
神
学
校
で
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
の
問
題
を
論
じ
た
Ｈ
・
Ｒ
・
ニ
ー
バ
ー
（H

.

R
ichard

N
iebuhr

）、
産
業
社
会
と
教
会
の
関
係
を
宗
教
社
会
学
的
に
分
析
し
た
Ｌ
・
ポ
ー
プ
（Liston

Pope

）
ら
に
学
ん
だ
論
述
を
展

開
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
そ
の
後
の
彼
の
研
究
に
著
し
い
影
響
を
与
え
た
。

イ
ェ
ー
ル
大
学
在
学
中
に
彼
は
歓
喜
に
溢
れ
た
体
験
を
し
た
。
五
二
年
六
月
六
日
に
彼
は
か
ね
て
か
ら
婚
約
中
の
林
文
子
と
、
敬
愛
す

る
教
会
史
家
Ｒ
・
Ｈ
・
ベ
イ
ン
ト
ン
（R

oland
H

.B
ainton

）
教
授
の
司
式
で
結
婚
式
を
挙
げ
た
。
彼
女
は
戦
中
、
戦
後
と
辛
酸
を
重
ね
、

上
海
（
シ
ャ
ン
ハ
イ
）
よ
り
ひ
と
り
で
引
き
揚
げ
て
き
た
、
芯
の
強
い
女
性
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
京
都
教
会
で
彼
と
知
り
合
い
、
神
学
校

に
学
ぼ
う
と
し
、
ま
た
学
ん
で
い
る
彼
を
励
ま
し
続
け
た
。
彼
女
は
イ
ェ
ー
ル
に
学
ぶ
彼
を
追
っ
て
五
一
年
に
留
学
し
、
文
通
を
重
ね
、

結
婚
後
は
彼
の
生
活
を
支
え
た
。
長
男
の
真
は
彼
ら
の
在
米
中
の
愛
の
結
晶
で
あ
っ
た
。
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２
　
同
志
社
大
学
に
お
け
る
研
究
と
教
育

彼
は
イ
ェ
ー
ル
大
学
に
お
け
る
ド
ク
タ
ー
・
ワ
ー
ク
を
終
え
て
帰
国
し
、
一
九
五
四
年
一
一
月
―
五
五
年
三
月
に
倉
敷
教
会
長
期
応
援

教
師
と
し
て
こ
の
地
に
滞
在
し
た
。
そ
こ
に
お
け
る
風
土
、
文
化
の
ふ
れ
あ
い
や
教
会
関
係
者
と
の
交
わ
り
は
、
後
の
大
著
『
倉
敷
の
文

化
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
七
九
年
）
の
執
筆
を
促
し
、
そ
れ
を
支
え
る
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
。

一
九
五
五
年
四
月
に
彼
は
同
志
社
大
学
に
神
学
部
所
属
と
し
て
助
手
に
招
か
れ
、
五
六
年
に
助
教
授
、
六
一
年
に
教
授
に
選
ば
れ
、
九

六
年
に
定
年
退
職
す
る
ま
で
、
活
発
な
学
内
活
動
を
続
け
た
。
彼
は
、
学
部
で
は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
教
育
科
目
で
宗
教
学
、
後
に
総
合
科

目
で
「
日
本
の
近
代
化
と
同
志
社
」
を
他
の
教
授
た
ち
と
担
当
し
、
い
わ
ゆ
る
専
門
科
目
で
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学
概
論
、
と
き
に
は
ア
ジ

ア
・
キ
リ
ス
ト
教
史
、
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
、
キ
リ
ス
ト
教
と
美
術
、
キ
リ
ス
ト
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
、
宗
教
と
経
済
を
主
題
と
し
て
講

義
や
演
習
を
行
な
っ
た
。
大
学
院
で
は
、
現
代
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
、
と
き
に
は
宗
教
社
会
学
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
、
ア
ジ
ア
の
宗
教

と
社
会
を
主
題
と
し
て
講
義
や
演
習
を
行
な
っ
た
。

一
九
六
五
年
四
月
よ
り
彼
は
神
学
部
長
を
一
年
間
つ
と
め
た
。
こ
の
年
の
一
月
に
神
学
部
寮
で
あ
る
此
春
寮
を
大
学
の
一
般
寮
に
す
る

問
題
で
此
春
寮
生
と
神
学
部
教
授
会
と
の
間
に
見
解
の
対
立
が
あ
り
、
五
月
一
八
日
の
大
衆
団
交
で
教
授
会
は
此
春
寮
に
対
す
る
一
切
の

権
限
を
放
棄
し
た
。
そ
の
後
こ
の
問
題
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
見
解
の
対
立
が
あ
り
、
結
局
彼
は
部
長
職
に
再
選
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
九
六

八
年
よ
り
い
わ
ゆ
る
大
学
紛
争
が
全
国
各
地
で
起
こ
り
、
同
志
社
大
学
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
神
学
部
で
は
、
六
五
年
パ
ン
フ
で
公
に

し
た
神
学
教
育
の
理
念
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
教
授
た
ち
と
学
生
た
ち
の
激
し
い
大
衆
団
交
が
繰
り
返
さ
れ
、
教
授
会
は
六
五
年
パ

ン
フ
の
放
棄
や
全
科
目
を
原
則
的
に
選
択
科
目
と
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
彼
は
後
に
「
六
八
年
か
ら
七
〇
年
に
至
る
い
わ
ゆ
る
大
学
紛
争

の
中
で
学
生
た
ち
は
色
々
な
要
求
を
揚
げ
た
が
、
そ
の
多
く
は
政
治
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
り
、
否
定
的
ナ
ン
セ
ン
ス
論
が
多
く
罵
声
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と
な
っ
た
が
、
建
設
的
な
響
き
は
少
な
か
っ
た
」
と
彼
ら
し
い
感
想
を
述
べ
た
。
し
か
し
彼
は
同
時
に
そ
の
中
で
い
わ
ゆ
る
「
専
門
馬
鹿
」

に
終
わ
ら
ず
、
専
門
の
違
う
者
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
同
志
社
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
よ
う
な
学
際
的
研
究
を
考
え
て
い
た
。
こ
れ
は
未
発

表
で
あ
る
が
、
彼
の
自
伝
稿
「
生
命
の
泉

―
わ
た
し
の
こ
こ
ろ
の
記
録
か
ら
　
想
い
出
　
め
ぐ
み
の
せ
せ
ら
ぎ

―
想
い
出
ず
る
ま
ま

に
」
に
述
べ
て
い
る
。
次
に
述
べ
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
へ
の
取
り
組
み
、
ア
メ
リ
カ
研
究
所
に
お
け
る
兼
担
教
授
活
動
な
ど
に

見
る
と
お
り
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
（
以
後
Ｃ
Ｓ
と
略
記
）
研
究
会
の
創
設
と
そ
の
充
実
へ
の
彼
の
参
与
は
、
銘
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
一
九
五

六
年
二
月
に
学
内
関
係
者
一
五
名
が
住
谷
悦
治
を
代
表
者
と
し
て
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
と
社
会
問
題
を
い
わ
ば
学
際
的
に
研
究
す
る

こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
な
か
に
は
田
畑
忍
（
憲
法
学
）、
和
田
洋
一
（
新
聞
学
）、
嶋
田
啓
一
郎
（
社
会
学
）、
篠
田
一
人
（
哲
学
）、

西
村
豁
通
（
経
済
学
）
な
ど
知
名
の
人
々
が
い
た
。
竹
中
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
経
歴
が
示
す
よ
う
に
、
神
学
の
み
な
ら
ず
、

社
会
科
学
に
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
関
心
が
深
く
、
こ
の
研
究
会
の
強
力
な
推
進
者
の
ひ
と
り
と
な
っ
た
。
こ
の
研
究
会
は
、
同
年
四

月
に
文
部
省
よ
り
科
学
研
究
費
三
〇
〇
万
円
を
受
け
、
種
々
の
研
究
集
会
の
開
催
、
年
刊
『
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
』
の
発
行
、
文

献
、
資
料
の
購
入
を
す
す
め
、
五
九
年
四
月
よ
り
人
文
科
学
研
究
所
の
一
研
究
部
門
と
し
て
そ
の
活
動
を
進
め
た
。
彼
は
一
九
五
七
―
五

八
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
のJapan

Y
ear

Project
に
招
か
れ
、
そ
の
本
部
を
拠
点
と
し
て
一
年
間
全
米
各
地
で
講
演
を
し
た

が
、
そ
の
機
会
に
彼
は
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
エ
ン
チ
ン
研
究
所
を
訪
れ
、
同
志
社
大
学
に
お
け
る
上
述
の
問
題
研
究
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

こ
れ
が
機
縁
と
な
っ
て
、
こ
の
研
究
会
は
同
研
究
所
よ
り
一
九
五
九
―
七
三
年
と
長
期
に
わ
た
り
毎
年
約
三
〇
〇
万
円
の
援
助
を
受
け
た
。

一
九
八
九
年
に
人
文
研
は
彼
を
代
表
者
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
日
系
人
社
会
と
そ
の
教
会
を
主
題
と
す
る
研
究
会
を
組
織
し
、
カ
ナ
ダ
政
府
よ

り
日
加
研
究
賞
を
受
け
た
。
こ
れ
は
日
本
の
私
学
で
は
最
初
の
受
賞
で
あ
っ
た
。

彼
は
前
述
の
よ
う
に
Ｃ
Ｓ
研
究
会
の
財
的
充
実
に
尽
く
し
た
が
、
同
時
に
そ
の
運
営
に
も
尽
力
し
た
。
彼
は
『
Ｃ
Ｓ
研
究
』
の
主
要
寄
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稿
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
三
―
七
〇
年
に
研
究
会
の
代
表
と
し
て
骨
身
を
削
る
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
篠
田
一
人
の
後
を
受

け
て
、
一
九
七
一
―
八
〇
年
に
代
表
を
つ
と
め
た
。
そ
の
間
、
四
回
に
わ
た
る
研
究
会
の
編
成
替
え
、『
特
高
資
料
に
よ
る
戦
時
下
の
キ
リ

ス
ト
教
運
動
』
三
卷
、『
日
本
の
近
代
化
と
キ
リ
ス
ト
教
』、『
松
本
平
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
』
な
ど
の
刊
行
、
各
地
の
教
会
文
書
の
収
集

と
整
理
の
監
修
に
尽
力
し
た
。
一
九
八
〇
―
八
一
年
も
彼
は
所
長
を
委
嘱
さ
れ
た
が
、
八
一
―
八
二
年
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
訪
問
教
授

に
招
聘
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
彼
が
こ
の
研
究
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

３
　
国
内
社
会
活
動

竹
中
正
夫
は
、
い
わ
ゆ
る
象
牙
の
塔
に
閉
じ
こ
も
る
学
者
で
は
な
く
、
神
学
者
で
あ
り
つ
つ
、
同
時
に
社
会
活
動
に
参
画
し
た
。

先
ず
、
日
本
基
督
教
団
に
お
け
る
職
域
伝
道
専
門
委
員
と
し
て
の
活
動
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
一
〇
月
に
教
団
は
機
構
改
革
に
よ
り
綜

合
伝
道
委
員
会
を
設
置
し
、
翌
年
に
上
記
の
専
門
委
員
会
を
加
え
た
。
こ
の
専
門
委
員
会
は
、
職
場
聖
研
、
労
働
学
校
、
福
音
学
校
の
開

催
、
次
い
で
労
伝
を
望
む
教
会
に
お
け
る
職
伝
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
労
働
聖
日
の
設
定
、
月
刊
紙
『
働
く
人
』
の
刊
行
な
ど
を
し
た
。
竹

中
は
一
九
五
六
―
六
六
年
に
委
員
に
選
任
さ
れ
、
そ
の
企
画
や
と
き
に
は
活
動
に
参
加
し
た
。
特
に
専
門
委
員
会
が
一
九
五
九
年
九
月
に

西
部
職
域
伝
道
協
議
会
を
同
志
社
大
学
神
学
部
の
後
援
で
開
催
し
た
と
き
は
、
彼
は
そ
の
企
画
と
運
営
を
リ
ー
ド
し
た
。
こ
の
会
は
、
イ

ェ
ー
ル
神
学
校
教
授
Ｐ
・
マ
イ
ネ
ア
（PaulM

inear

）
の
聖
書
研
究
、
労
働
者
伝
道
に
関
す
る
教
会
指
導
者
の
講
演
、
労
組
指
導
者
の
問

題
提
起
、
労
伝
に
携
わ
っ
て
い
る
教
会
牧
師
の
提
言
と
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
彼
が
編
纂
し
た
『
教
会
と
労
働
者

―
西
部
職

域
伝
道
協
議
会
記
録

―
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
部
、
一
九
六
〇
年
）
は
そ
の
記
録
の
他
に
、
教
会
と
世
界
の
主
な
る
キ
リ
ス
ト
の
主
権
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を
提
唱
し
た
世
界
教
会
協
議
会
の
文
書
、
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ッ
シ
ェ
ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
の
指
導
者
Ａ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（A

lfred
Schm

idt

）

の
講
演
草
稿
を
収
録
す
る
。
こ
れ
ら
は
彼
の
当
時
の
関
心
と
見
解
の
素
材
の
あ
り
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
職
伝
委
は
一
九
六
八
年

の
機
構
改
正
で
事
実
上
消
滅
し
た
。

第
二
は
、
初
期
の
関
西
労
働
者
伝
道
へ
の
参
与
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
一
月
に
京
阪
神
の
キ
リ
ス
ト
者
有
志
が
労
働
者
伝
道
後
援
会
を

結
成
し
た
。
そ
れ
を
促
し
た
の
は
教
団
大
阪
教
区
青
年
部
（
部
長
三
井
久
）
労
働
者
伝
道
研
究
会
の
人
た
ち
で
あ
り
、
教
団
職
伝
専
門
宣

教
師
Ｈ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（H

enry
Jones

）
で
あ
っ
た
。
後
援
会
は
翌
月
「
労
働
者
伝
道
後
援
会
趣
意
書
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
、
教
団

職
伝
の
後
を
受
け
、
教
会
と
労
働
者
の
間
に
あ
る
溝
を
埋
め
る
た
め
に
、
労
働
者
の
住
む
地
域
の
開
拓
伝
道
、
労
働
者
と
キ
リ
ス
ト
者
の

交
流
を
深
め
た
い
、
そ
こ
で
専
任
者
の
養
成
と
派
遣
を
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
支
援
を
要
請
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
や
が
て
労
働
者

伝
道
に
専
従
す
る
者
、
そ
れ
に
一
定
期
間
協
力
し
て
問
題
に
取
り
組
む
イ
ン
タ
ー
ン
生
、
牧
師
、
神
学
校
教
師
の
協
力
態
勢
が
生
ま
れ
た
。

六
〇
年
に
彼
ら
は
「
労
働
者
伝
道
の
使
命
草
案
」
を
作
成
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
伝
道
は
今
日
の
産
業
社
会
に
働
く
人
た
ち
に
キ
リ
ス
ト

に
あ
る
人
間
性
の
回
復
を
目
的
と
し
、
彼
ら
の
経
済
的
、
社
会
的
問
題
を
共
に
担
い
、
社
会
正
義
の
実
現
に
共
に
働
く
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。

こ
の
伝
道
に
携
わ
っ
た
人
た
ち
は
、
先
ず
労
組
を
問
安
し
た
。
当
初
は
疑
心
暗
鬼
の
目
で
見
ら
れ
、
忍
耐
と
労
苦
を
要
し
た
。
し
か
し
、

六
〇
年
代
に
は
、
信
頼
を
得
、
総
評
や
全
労
（
後
の
同
盟
）
の
活
動
の
一
端
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
彼

ら
は
未
組
織
労
働
者
、
釜
ケ
崎
に
集
う
日
雇
い
労
働
者
、
そ
の
不
就
学
児
、
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
と
の
交
流
を

続
け
、
そ
の
人
権
問
題
を
共
に
考
え
、
行
動
す
る
道
を
歩
ん
だ
。
ま
た
、
労
働
者
が
密
集
す
る
地
域
に
伝
道
所
・
教
会
が
三
箇
所
設
立
さ

れ
た
。
そ
れ
ら
は
、
既
成
の
教
会
の
形
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の
地
域
の
人
た
ち
が
ふ
だ
ん
の
生
活
の
場
と
し
て
集
ま
り
、
話
し
合
え
る

「
家
の
教
会
」
で
あ
っ
た
。
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一
九
五
八
年
に
同
志
社
大
学
神
学
研
究
科
を
修
了
し
た
平
田
哲
（
さ
と
し
）、
金
井
愛
明
、
六
二
年
に
同
志
社
大
学
神
学
研
究
科
を
修
了

し
た
小
柳
伸
顕
が
結
局
専
任
者
と
し
て
活
動
し
た
。
彼
ら
の
協
力
牧
師
に
は
三
井
久
、
三
好
博
、
益
谷
寿
、
村
山
盛
忠
な
ど
が
い
た
。

竹
中
は
神
学
校
の
教
師
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
指
導
に
当
た
り
、
専
任
者
を
支
援
し
、
労
伝
に
関
す
る
理
論
的
見
解
を
述
べ
、
自
分

の
国
際
的
交
流
関
係
を
活
用
し
て
、
関
西
労
伝
の
活
動
を
国
際
的
に
紹
介
し
て
い
っ
た
。
彼
が
編
纂
し
た
『
働
く
人
間
像
を
求
め
て
　
関

西
労
伝
ノ
ー
ト
・
そ
の
20
年
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
は
『
福
音
と
世
界
』
寄
稿
の
論
文
や
座
談
会
、
関
西
労
伝
機
関
紙
『
労
伝

レ
ポ
ー
ト
』
そ
の
他
よ
り
そ
の
活
動
を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。
特
に
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
戸
惑
い
や
と
き
に
は
疑
問
を
覚
え
つ
つ
も
そ

れ
に
学
ぶ
こ
と
の
多
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
に
彼
の
努
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
書
物
の
刊
行
が
関
西

労
伝
に
対
す
る
彼
の
関
わ
り
の
終
焉
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
三
は
、
西
陣
会
の
設
立
と
運
営
へ
の
参
与
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
絆
　
共
に
生
き
る
未
来
を
求
め
て
　
財
団
法
人
西
陣
会
30

周
年
記
念
誌
』（
一
九
九
二
年
）
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
そ
の
開
拓
期
（
一
九
六
〇
―
六
八
年
）
は
彼
の
執
筆
で
あ
る
。

京
都
の
西
陣
は
、
独
自
の
織
物
を
生
産
す
る
伝
統
的
な
地
場
産
業
の
地
域
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
の
め
ざ
ま
し
い
技
術
革
新
や
企
業
の
合

理
化
に
と
も
な
い
、
斜
陽
の
道
を
辿
っ
た
。
長
時
間
労
働
や
労
働
者
の
高
齢
化
と
減
少
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
五
月
に
西
陣
の

ゆ
く
え
を
案
じ
る
同
志
社
大
学
、
地
元
の
教
会
、
Ｙ
Ｍ
、
Ｙ
Ｗ
の
有
志
が
西
陣
会
を
結
成
し
た
。
そ
の
中
心
的
人
物
が
竹
中
で
あ
っ
た
。

彼
は
関
西
労
伝
の
一
環
と
し
て
そ
の
活
動
を
進
め
た
。
当
時
同
志
社
大
学
神
学
部
は
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
に
関
係
す
る
神
学
教

育
基
金
（
Ｔ
Ｅ
Ｆ
）
よ
り
ア
ジ
ア
に
お
け
る
神
学
教
育
の
五
つ
の
拠
点
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
同
学
部
は
都
市
産
業
伝
道
を
実
施
す
る

た
め
に
Ｔ
Ｅ
Ｆ
に
援
助
を
申
請
し
、
そ
れ
が
得
ら
れ
た
の
で
、
西
陣
に
土
地
を
購
入
し
た
。
西
陣
会
は
同
志
社
と
こ
の
土
地
の
無
償
譲
渡

の
了
解
の
も
と
に
教
会
や
地
元
の
業
者
な
ど
の
協
力
で
労
働
セ
ン
タ
ー
を
六
二
年
一
二
月
に
建
設
し
た
。
学
び
と
交
わ
り
の
多
彩
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、
関
西
労
伝
の
一
人
の
専
任
者
や
数
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
も
そ
れ
に
参
加
し
た
。
そ
れ
は
Ｔ
Ｅ
Ｆ
の
方
針
に
合
致
し
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た
も
の
で
あ
っ
た
。

も
と
も
と
西
陣
会
は
、
こ
の
地
域
に
働
く
人
た
ち
の
福
利
厚
生
、
文
化
事
業
を
す
る
た
め
に
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、「
労
働
」
と
い
う

言
葉
に
対
す
る
地
元
の
ア
レ
ル
ギ
ー
を
除
く
た
め
に
、
一
九
六
八
年
四
月
に
市
民
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
事
業
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
に
、
九
二
年
四
月
に
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
名
称
を
改
め
た
。
ま
た
す
で
に
六
一
年
三
月
に
財
団
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
た
西
陣
会

は
、
八
〇
年
四
月
に
同
志
社
よ
り
そ
の
土
地
の
無
償
譲
渡
を
受
け
、
八
一
年
一
二
月
に
総
合
児
童
館
と
し
て
旧
館
を
改
築
し
た
。
竹
中
は

西
陣
会
を
生
み
、
支
え
た
人
で
あ
り
、
六
二
年
よ
り
セ
ン
タ
ー
理
事
、
七
〇
年
よ
り
理
事
長
を
つ
と
め
、
八
九
年
に
理
事
長
を
退
任
し
た

後
も
、
代
表
顧
問
と
し
て
遇
さ
れ
た
。
彼
は
こ
の
類
の
事
業
に
見
ら
れ
る
困
難
と
た
た
か
い
、
そ
の
維
持
と
運
営
に
尽
く
し
、
そ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
し
ば
し
ば
参
加
し
た
。
彼
が
セ
ン
タ
ー
建
築
の
た
め
に
多
額
の
献
金
を
し
た
こ
と
は
、
記
録
に
明
ら
か
で
あ
る
。

第
四
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
へ
の
参
与
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
も
と
ド
イ
ツ
に
お
い
て
告
白
教
会
の
流
れ
を
汲
む
人
た

ち
の
提
言
で
戦
後
ド
イ
ツ
の
再
生
を
願
い
、
様
々
の
分
野
の
人
た
ち
が
数
日
間
共
同
生
活
を
送
り
、
話
し
合
う
行
動
（T

agung

）
を
し
た

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ッ
シ
ェ
ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
な
か
で
い
ち
は
や
く
近
代
化
、
産
業

化
を
実
現
し
た
日
本
が
ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
を
受
け
入
れ
、
そ
の
先
駆
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
期
待
が
あ
り
、
一
九
五
七
年
に
前
述
の

Ａ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
来
日
し
た
。
翌
年
夏
に
杉
山
元
治
郎
、
阪
田
素
夫
、
斎
藤
一
路
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
指
導
者
会
議
に
出
席

し
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
創
始
者
Ｅ
・
ミ
ュ
ラ
ー
（E

berhard
M

üller
）
は
四
度
も
来
日
し
た
。
松
村
克
己
は
彼
の
著
『
生
活
の
中
の
信
仰

―
信
仰
の
再
認
識
』
を
一
九
五
八
年
に
翻
訳
し
た
。
こ
こ
に
述
べ
た
人
た
ち
は
日
本
に
お
け
る
運
動
の
有
力
な
推
進
者
と
な
っ
た
。

一
九
六
〇
年
二
月
に
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
は
最
初
の
理
事
会
を
開
き
、
東
西
運
営
委
員
会
を
組
織
し
た
。
翌
年
五
月
に
ア

カ
デ
ミ
ー
は
財
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
、
初
代
理
事
長
に
杉
山
が
選
ば
れ
た
。
竹
中
正
夫
編
『
は
な
し
あ
い
の
展
望
　
日
本
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
三
十
周
年
記
念
』（
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
、
一
九
九
〇
年
）
一
〇
六
頁
に
よ
れ
ば
、
彼
は
ア
カ
デ
ミ
ー
に
社
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会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
人
た
ち
が
参
加
す
る
こ
と
を
望
む
が
、
そ
れ
を
支
え
る
の
は
キ
リ
ス
ト
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
。
な
お
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ッ
シ
ェ
と
い
う
教
会
用
語
が
日
本
で
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な

い
か
ら
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
と
命
名
さ
れ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
一
九
六
三
年
に
大
磯
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
（
八
八
年
に
箱
根
に
移

転
）、
六
七
年
に
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
七
八
年
に
北
海
道
の
白
老
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
が
開
所
さ
れ
た
。
そ
の
建
設
は
ド
イ
ツ
、
ア
メ

リ
カ
の
教
会
、
日
本
の
財
界
の
支
援
を
必
要
と
し
た
。
そ
れ
も
大
変
な
事
業
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
運
営
、
維
持
も
困
難
を
き
わ
め
た
。

ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
に
対
す
る
竹
中
の
関
心
は
強
か
っ
た
。
彼
は
一
九
五
八
年
八
月
末
に
ア
メ
リ
カ
よ
り
の
帰
途
、
ア
カ
デ
ミ
ー
発
祥
の

地
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
・
ボ
ル
に
お
け
る
集
会
に
参
加
し
た
。
こ
の
世
界
の
全
領
域
に
お
け
る
神
の
働
き
に
対
す
る
信
仰
の
も
と
に

他
者
の
た
め
の
存
在
と
し
て
の
教
会
を
み
る
と
い
う
視
点
を
習
得
し
て
い
た
彼
は
、
こ
の
運
動
に
そ
の
一
つ
の
あ
り
方
を
実
践
的
に
学
ん

だ
（
竹
中
正
夫
「
海
外
に
お
け
る
労
働
者
伝
道
」『
福
音
と
世
界
』
一
九
五
八
・
一
二
）。
日
本
で
ア
カ
デ
ミ
ー
が
創
設
さ
れ
る
と
、
彼
は

関
西
運
営
委
員
に
選
ば
れ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ー
が
財
団
法
人
に
な
る
と
、
彼
は
そ
の
理
事
を
一
九
六
二
―
九
七
年
に
、
理
事
長
を
一
九
九
七

―
二
〇
〇
三
年
に
つ
と
め
た
。

ま
た
彼
の
貢
献
は
ア
カ
デ
ミ
ー
の
理
論
と
実
践
に
関
す
る
論
文
集
を
編
纂
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
と
、『
現
代
社
会
に

お
け
る
話
し
合
い
』（
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
一
九
六
七
年
）、『
現
代
社
会
の
な
か
で
』（
同
上
、
一
九
六
九
年
）、『
対
話
の
探
究
』（
キ

リ
ス
ト
新
聞
社
、
一
九
七
二
年
）、『
と
き
と
ひ
と
の
あ
い
だ
で
』（
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
一
九
七
四
年
）、『
対
話
の
展
望
　
一
九
七
七

年
全
国
活
動
委
員
会
報
告
』（
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
、
一
九
七
七
年
）、『
現
代
に
お
け
る
宗
教
の
対
話
』（
聖
文
舎
、
一
九
七

九
年
）、『
は
な
し
あ
い
の
展
望
　
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
三
十
周
年
記
念
』（
前
出
）、『
松
村
克
己
　
は
な
し
あ
い
の
こ
こ
ろ
』

（
同
上
、
一
九
九
二
年
）、
共
編
『
生
命
の
意
味
』
Ⅰ
、
Ⅱ
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
）、
共
編
『
労
働
と
人
間
を
考
え
る
』（
中
央
経

済
社
、
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
物
に
彼
は
序
文
の
み
な
ら
ず
、
論
文
を
寄
稿
し
た
。
こ
こ
に
も
論
文
集
に
対
す
る
彼
の
熱
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意
を
く
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
。

ア
カ
デ
ミ
ー
運
動
に
対
す
る
彼
の
熱
い
想
い
は
、
修
学
院
に
設
置
さ
れ
た
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
維
持
、
運
営
へ
の
参
与
に
見
る
こ

と
が
出
来
る
。
そ
こ
は
「
洛
北
の
閑
静
随
一
の
場
所
、
京
の
特
別
風
致
地
区
、
緑
地
地
区
、
而
し
て
古
都
保
存
法
適
用
の
中
心
地
」（
嶋
田

啓
一
郎
）
に
あ
り
、
一
九
六
二
年
五
月
に
篤
信
の
実
業
家
野
田

五
郎
よ
り
土
地
二
〇
〇
〇
坪
と
能
舞
台
を
譲
り
受
け
、
そ
こ
に
風
格
の

あ
る
建
物
が
建
て
ら
れ
た
。
彼
は
そ
の
佇
ま
い
を
愛
し
、
そ
こ
を
人
た
ち
の
い
こ
い
と
は
な
し
あ
い
の
場
、
キ
リ
ス
ト
教
と
日
本
文
化
の

交
わ
り
の
実
践
の
場
と
す
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
ド
イ
ツ
で
研
鑽
を
積
ん
だ
初
代
の
所
長
村
山
盛
敦
（
一
九
六
三
―
七
六
年
）、
そ
の
維
持
、

運
営
に
懸
命
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
人
の
宣
教
師
Ｋ
・
シ
ュ
ペ
ネ
マ
ン
（K

raus
Spennem

ann,

代
行
、
一
九
七
六
―
七
七
年
）、
関
西
労
伝

の
経
験
を
生
か
し
、
こ
こ
を
新
し
い
職
場
と
し
た
二
代
目
所
長
平
田
哲
（
一
九
七
七
―
九
七
年
）、
慎
ま
し
く
、
し
か
も
有
能
な
活
動
主
事

杉
瀬
喜
與
子
（
一
九
六
二
―
八
九
年
）
な
ど
は
、
長
期
に
わ
た
り
、
よ
き
協
力
者
で
あ
っ
た
。
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
白
老
や
箱
根

の
ハ
ウ
ス
が
維
持
困
難
の
た
め
閉
鎖
さ
れ
た
の
で
、
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
唯
一
の
施
設
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
全
日
本
金
属
産

業
労
働
組
合
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ
Ｃ
）
西
日
本
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
が
開
か
れ
た
。
彼
は
こ
の
コ
ー
ス
で
一
九
六
九
―
二
〇
〇
六
年

に
毎
年
校
長
に
選
ば
れ
、
三
〇
―
四
〇
名
の
参
加
者
に
労
働
に
お
け
る
人
間
倫
理
の
重
要
性
を
語
り
、
彼
ら
と
の
出
会
い
と
交
わ
り
を
大

事
に
し
た
（
渡
辺
美
知
夫
「
人
間
校
長
・
竹
中
正
夫
先
生
を
偲
ぶ
」『
友
へ
』
一
二
二
―
二
三
頁
）。

４
　
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
活
動

竹
中
は
、
幅
広
く
世
界
を
舞
台
に
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
活
動
を
活
発
に
展
開
し
た
。

先
ず
、
世
界
教
会
協
議
会
（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）
関
連
の
活
動
よ
り
始
め
る
。
二
〇
世
紀
前
半
に
起
こ
っ
た
国
際
宣
教
、
信
仰
と
職
制
、
生
活
と
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実
践
に
関
す
る
世
界
的
組
織
が
第
二
次
世
界
大
戦
を
経
て
Ｗ
Ｃ
Ｃ
に
結
集
し
た
。
そ
の
世
界
大
会
は
、
第
一
回
（
一
九
四
八
・
八
、
オ
ラ

ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）、
第
二
回
（
一
九
五
四
・
八
、
ア
メ
リ
カ
・
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ト
ン
）、
第
三
回
（
一
九
六
一
・
一
一
、
イ
ン
ド
・

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
）、
第
四
回
（
一
九
六
八
・
七
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
プ
サ
ラ
）、
第
五
回
（
一
九
七
五
・
一
一
、
ケ
ニ
ア
・
ナ
イ
ロ
ビ
）、

第
六
回
（
一
九
八
三
・
七
、
カ
ナ
ダ
・
ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
）、
第
七
回
（
一
九
九
一
・
二
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
キ
ャ
ン
ベ
ラ
）、
第
八
回

（
一
九
九
八
・
一
二
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
・
ハ
ラ
ー
レ
）、
第
九
回
（
二
〇
〇
六
・
二
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
）
と
続
い
た
。

彼
は
、
第
二
回
大
会
の
会
期
が
ア
メ
リ
カ
留
学
中
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
傍
聴
者
と
し
て
出
席
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
と
き
彼
は

キ
リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
の
指
標
と
し
て
のR

esponsible
Society

の
概
念
、
教
会
と
社
会
に
お
け
るLaity

の
重
要
性
を
学
ん
だ
。
彼
は
帰

国
後
、
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
信
徒
部
門
の
幹
事
Ｈ
・
Ｒ
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
（H

ans
R

.W
eber

）
の
論
文
を
集
め
て
『
信
徒
・
教
会
・
社
会
　
こ
の
世
に

お
け
る
神
の
民
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
部
、
一
九
五
九
年
）
を
翻
訳
し
、
刊
行
し
た
。
ま
た
今
日
の
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
に
お
け

る
社
会
の
急
激
な
変
化
に
対
す
る
教
会
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
た
世
界
教
会
協
議
会
社
会
部
の
報
告
書
『
社
会
的
激
変
に
対
決
す
る
教
会
』

（
新
教
出
版
社
、
一
九
六
一
年
）
も
翻
訳
し
、
刊
行
し
た
。
し
か
し
、
彼
が
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
の
世
界
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
第
三
回
大
会
に
お
い
て
で
あ
ろ
う
。
彼
は
こ
の
大
会
の
意
義
を
日
本
の
教
会
に
伝
え
る
た
め
、『
福
音
と
世
界
』（
一
九
六
一
・
四
、

六
二
・
三
）
に
平
明
な
論
説
を
寄
稿
し
、
そ
の
大
会
報
告
書
『
世
の
光
キ
リ
ス
ト
』（
同
社
、
一
九
六
二
年
）
を
共
訳
し
、
詳
し
い
解
説
も

付
け
て
刊
行
し
た
。T

he
N

ew
D

elhi
R

eport:T
he

T
hird

A
ssem

bly
ofthe

W
orld

C
ouncilofC

hurches
(SC

M
Press,1962)

に
よ
れ

ば
、
一
一
月
二
〇
日
に
諸
教
会
の
Ｗ
Ｃ
Ｃ
加
入
申
請
の
承
認
、
中
央
委
員
会
報
告
の
後
、“W

itness
and

Service”

と
い
う
表
題
の
も
と

で
、
Ｐ
・
デ
ヴ
ァ
ナ
ン
ダ
ン
（Paul

D
evanandan

）
教
授
の
主
題
講
演
と
討
論
に
続
き
、“C

alled
to

Service”

と
題
す
る
彼
の
主
題
講

演
と
討
論
が
あ
っ
た
（pp.13-14

）。
彼
は
そ
こ
で
、
こ
の
世
界
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
者
の
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
（
彼
は
こ
れ
を
聖
務
と
い
う
）

は
キ
リ
ス
ト
の
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
へ
の
参
与
で
あ
り
、
そ
れ
は
教
会
の
不
可
欠
な
印
で
あ
る
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
光
に
お
い
て
な
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さ
れ
る
こ
の
世
の
出
来
事
へ
の
参
与
で
あ
る
、
キ
リ
ス
ト
教
の
奉
仕
は
全
人
間
に
及
び
、
社
会
正
義
に
関
わ
る
、
そ
の
社
会
生
活
を
と
お

し
て
教
会
に
仕
え
る
信
徒
の
役
割
は
重
大
で
あ
る
、
こ
の
考
え
方
は
今
日
の
教
会
の
最
も
感
謝
す
べ
き
進
歩
の
一
つ
で
あ
る
、
と
平
生
の

確
信
を
端
的
に
唱
え
た
。
彼
の
提
言
は
肯
定
的
に
受
け
取
ら
れ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
の
奉
仕
と
は
何
か
を
改
め
て
明
確
に
す
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
見
も
述
べ
ら
れ
た
、
と
い
う
。

彼
は
第
四
回
大
会
に
は
代
議
員
と
し
て
日
本
基
督
教
団
よ
り
選
ば
れ
て
出
席
し
た
。
彼
は
こ
の
大
会
を
前
に
し
て
、
世
界
の
教
会
の
動

向
を
述
べ
、
日
本
の
教
会
の
独
自
の
課
題
を
論
じ
た
（「
世
界
の
中
の
日
本
の
教
会
」『
福
音
と
世
界
』
一
九
六
八
・
三
）。
ま
た
彼
は
大
会

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
六
の
分
科
会
の
報
告
に
解
説
を
加
え
て
『
連
続
と
変
革
　
ウ
プ
サ
ラ
・
レ
ポ
ー
ト
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
六

九
年
）
を
編
纂
・
刊
行
し
た
。
彼
は
こ
の
大
会
で
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
活
動
委
員
に
あ
げ
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
大
会
に
対
す
る
彼
の
参
与
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
Ｗ
Ｃ
Ｃ
に
つ
い
て
深
い
関
心
を
持
ち
、

今
後
の
展
望
を
論
じ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
（「
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
50
年
の
総
括
と
展
望
」『
福
音
と
世
界
』
一
九
九
九
・
一
）。

そ
の
意
味
で
、
関
西
労
伝
で
交
流
が
深
く
、
平
田
哲
の
連
れ
合
い
で
あ
る
平
田
真
貴
子
が
第
七
期
、
第
八
期
に
中
央
委
員
に
選
ば
れ
、
活

動
し
た
こ
と
を
彼
は
う
れ
し
く
思
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

つ
ぎ
に
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
組
織
に
お
け
る
彼
の
活
動
を
見
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
叙
述
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
は
労
働
者

伝
道
に
関
わ
る
活
動
で
あ
っ
た
。
一
九
五
八
年
六
月
に
彼
は
Ｈ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ら
と
協
力
し
て
ア
ジ
ア
産
業
労
働
者
伝
道
協
議
会
を
マ
ニ

ラ
で
開
催
し
た
。
こ
の
と
き
講
師
と
し
て
招
い
た
Ｗ
Ｃ
Ｃ
の
都
市
産
業
宣
教
部
幹
事
北
川
台
輔
と
は
親
交
を
得
、
そ
の
尽
力
で
オ
ラ
ン
ダ

の
研
究
所
よ
り
近
代
日
本
の
社
会
事
業
の
発
展
に
関
す
る
小
冊
子
を
翌
年
刊
行
し
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｃ
と
国
際
宣
教
協
議
会
（
Ｉ
Ｍ
Ｃ
）
の
支
援

で
東
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
（
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
が
五
九
年
五
月
に
創
立
総
会
を
開
い
た
が
、
そ
の
主
題“W

itnesses
T

ogether”

の
も

と
に
彼
は
主
題
講
演
を
し
た
（
竹
中
正
夫
「
東
南
ア
ジ
ア
に
旅
し
て
」『
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
』
一
九
六
一
・
七
）。
彼
は
こ
の
年
よ
り
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一
九
六
七
年
ま
でT

he
W

itness
of

the
Laity

委
員
会
の
議
長
を
つ
と
め
た
。
一
九
六
六
年
五
月
に
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
主
催
の
ア
ジ
ア
産
業
信
徒

会
議
が
京
都
で
開
催
さ
れ
た
が
、
彼
は
関
西
労
伝
の
人
た
ち
と
共
に
そ
の
運
営
に
尽
力
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
一
九
六
八
―
七
三
年
に
彼

はT
he

U
rban

IndustrialM
ission

委
員
会
の
議
長
を
つ
と
め
た
。
こ
の
Ｕ
Ｉ
Ｍ
は
七
三
年
にU

rban
R

uralR
acialM

ission

と
改
称

し
て
そ
の
活
動
の
意
味
を
明
確
に
し
た
。

少
し
年
代
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
一
九
六
一
年
一
一
月
の
Ｗ
Ｃ
Ｃ
第
三
回
世
界
大
会
に
先
立
ち
、
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
は
南
イ
ン
ド
の
バ
ン
ガ
ロ
ア

でT
he

John
R

.M
ott

記
念
講
演
会
を
開
催
し
た
。
彼
は
そ
の
講
師
の
一
人
と
し
て“T

he
First

Fruits
in

A
sia”

と
い
う
題
目
で
二
回

話
し
た
。
そ
れ
はC

hrist’s
M

inistry

―and
O

urs

（Singapore,
1962

）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
彼
は
そ
こ
で
教
会
の
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
を

主
に
し
て
僕
と
な
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
に
基
礎
づ
け
て
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
こ
か
ら
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス

ト
者
や
教
会
の
新
し
い
生
き
方
を
提
示
し
、
関
西
労
伝
を
今
日
の
産
業
社
会
に
お
け
る
最
初
の
実
り
と
し
て
紹
介
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
記
述
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
は
ご
く
自
然
に
海
外
の
人
た
ち
と
親
交
を
重
ね
、
共
に
活
動
す
る
こ
と
が
出
来
た
人
で

あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
Ｈ
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
の
親
交
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ン
ズ
は
友
人
と
ア
ジ
ア
の
都
市
産
業
伝
道
情
報
誌

C
hurch

Labour
Letter

（C
LL

）
を
一
九
五
四
年
一
月
よ
り
ほ
ぼ
年
三
回
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
、
次
い
で
大
阪
で
編
纂
・
発
行
し
て
い
た
。
彼

は
そ
れ
に
寄
稿
し
た
の
み
な
ら
ず
、
一
九
五
九
―
一
九
七
五
年
に
そ
の
仕
事
を
受
け
継
い
だ
。
Ｃ
Ｌ
Ｌ
に
つ
い
て
は
彼
の
論
考
「
ア
ジ
ア

の
労
働
者
と
関
西
労
伝
」（『
働
く
人
間
像
を
求
め
て
　
関
西
労
伝
ノ
ー
ト
・
そ
の
20
年
』
前
出
）
に
詳
し
い
。
彼
は
イ
ェ
ー
ル
神
学
校
時

代
の
学
友
Ｇ
・
ト
ッ
ド
（G

eorge
T

odd

）
と
親
交
が
あ
り
、
ト
ッ
ド
が
Ｗ
Ｃ
Ｃ
―
Ｕ
Ｉ
Ｍ
の
幹
事
を
し
て
い
た
と
き
、
一
九
六
八
―
七

五
年
に
そ
の
委
員
会
の
委
員
長
を
つ
と
め
た
（G

eorge
E

.T
odd

“A
Letter

to
M

y
Friend

M
asao

T
akenaka”

『
友
へ
』
三
七
―
三
九

頁
）。
ま
た
一
九
六
七
年
に
イ
ン
ド
の
Ｈ
・
ダ
ニ
エ
ル
（H

arry
D

aniel

）
を
説
得
し
て
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
―
Ｕ
Ｉ
Ｍ
の
幹
事
に
迎
え
、
ダ
ニ
エ
ル

が
六
九
年
に
北
川
の
急
死
の
後
を
受
け
て
Ｗ
Ｃ
Ｃ
―
Ｕ
Ｉ
Ｍ
の
幹
事
に
就
任
し
た
と
き
、
彼
は
呉
在
植
（
オ
・
ジ
ェ
シ
ク
）
に
話
し
か
け
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て
、
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｃ
―
Ｕ
Ｉ
Ｍ
の
幹
事
に
迎
え
入
れ
た
。
そ
の
間
彼
は
一
九
六
八
―
七
三
年
に
そ
の
委
員
会
の
委
員
長
を
つ
と
め
た
。
彼
と
の

交
流
が
深
か
っ
た
呉
在
植
は
彼
の
活
動
に
見
る
カ
リ
ス
マ
性
を
感
嘆
の
想
い
で
述
べ
て
い
る
（「
彼
は
キ
リ
ス
ト
の
手
紙
で
し
た
」『
友
へ
』

二
一
〇
―
二
一
六
頁
）。

竹
中
は
求
め
ら
れ
て
ア
メ
リ
カ
の
神
学
校
、
大
学
の
訪
問
教
授
を
つ
と
め
た
。
一
九
六
二
年
九
月
―
六
三
年
八
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
、
一
九
七
三
年
八
―
一
二
月
に
イ
ェ
ー
ル
大
学
、
一
九
八
一
年
九
月
―
八
二
年
七
月
に
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
キ
リ
ス

ト
教
社
会
倫
理
学
関
連
の
講
義
を
担
当
し
た
。
各
地
の
教
会
、
大
学
関
係
に
お
け
る
講
演
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
が
ア

メ
リ
カ
の
学
生
た
ち
に
話
す
と
き
、
次
の
よ
う
な
追
憶
が
あ
っ
た
、
と
い
う
。
彼
が
ま
だ
イ
ェ
ー
ル
神
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
頃
、
Ｐ
・

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
（Paul

T
illich

）
の
説
教
を
聴
い
た
。
例
の
ド
イ
ツ
訛
り
で
重
厚
な
述
語
の
話
が
約
四
五
分
間
続
い
た
。
こ
れ
を
聴
い
た
あ

る
学
生
が
、
あ
れ
は
よ
く
な
い
、too

long
and

no
joke

と
い
っ
た
。
そ
こ
で
自
分
が
話
を
す
る
と
き
は
、
必
ずjoke

を
一
つ
、
二
つ
入

れ
、
話
は
二
〇
―
二
五
分
間
、
後
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
す
る
よ
う
に
つ
と
め
て
い
る
、
と
い
う
（
自
伝
稿
『
生
命
の
泉
…
…
』）。
し

か
し
、joke

だ
け
で
は
人
は
満
足
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
の
書
物
に
は
、G

od
is

R
ice

と
かW

hen
the

B
am

boo
B

ends

と
い
っ
た
タ

イ
ト
ル
を
見
る
だ
け
で
も
、
平
明
で
あ
る
が
、
含
蓄
の
あ
る
語
句
が
並
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
彼
か
ら
も
っ
と
話
を
伺
い
た
い
と
思
う
人
た

ち
が
現
わ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

５
　
著
作
活
動

彼
の
国
内
外
の
活
動
と
関
連
し
た
著
作
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
で
述
べ
た
。
本
節
で
は
ま
ず
初
期
の
重
要
な
三
冊
の
著
作
に
つ

い
て
述
べ
る
。
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（
１
）
彼
は
国
際
的
な
活
動
家
ら
し
く
最
初
の
著
作
をR

econciliation
and

R
enew

alin
Japan

(SV
M

and
Friendship

Press,1957)
と
英
文
で
刊
行
し
た
。
第
１
節
で
述
べ
た
彼
の
博
士
論
文
が
そ
の
素
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
彼
は
自
分
の
著
書
に
特
色

の
あ
る
名
称
を
付
け
る
が
、
こ
こ
で
も
そ
う
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。
神
は
贖
罪
的
愛
を
も
っ
て
人
間
の
歴
史
に
働
き
か
け
て
お
ら
れ
る
、

そ
の
愛
に
生
か
さ
れ
て
い
る
教
会
は
、
特
別
な
人
間
関
係
相
互
の
和
解
（R

econciliation

）
と
そ
の
た
め
の
伝
統
的
文
化
や
慣
習
の
革
新

（R
enew

al

）
と
い
う
使
命
を
持
つ
、
と
い
う
（p.9

）。
彼
は
そ
れ
を
日
本
に
お
け
る
封
建
社
会
よ
り
近
代
社
会
へ
の
移
行
、
資
本
主
義
産

業
社
会
の
出
現
、
国
家
主
義
、
軍
国
主
義
の
興
隆
、
そ
し
て
戦
後
の
激
動
状
況
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
者
や
教
会
の
固
有
の
業
の
中
に
見
よ

う
と
し
た
。
そ
れ
は
浜
の
真
砂
の
な
か
に
光
り
輝
く
も
の
を
見
出
そ
う
と
す
る
至
難
の
業
で
あ
る
が
、
彼
は
持
ち
前
の
お
お
ら
か
さ
を
も

っ
て
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
弁
証
的
活
動
と
し
て
こ
れ
に
挑
戦
し
て
い
っ
た
。

（
２
）
彼
は
同
志
社
大
学
に
赴
任
後
、『
基
督
教
研
究
』
や
共
編
著
の
論
文
集
で
キ
リ
ス
ト
教
倫
理
学
や
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
な
ど
の

論
文
を
寄
稿
し
、
ま
た
Ｃ
Ｓ
の
共
同
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
い
ち
早
く
ま
と
め
て
出
版
し
た
の
が
、
彼
の
日
本
文
最
初
の
著

作
『
真
人
の
共
同
体

―
現
代
社
会
に
お
け
る
教
会
の
課
題

―
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
六
二
年
）
で
あ
る
。
彼
は
本
書
で
、
Ｋ
・
バ
ル

ト
（K

arl
B

arth

）、
さ
ら
に
Ｄ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
（D

ietrich
B

onhoeffer

）
に
学
び
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
真
の
も
の
に
生
き

る
人
間
と
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
者
の
共
同
体
と
し
て
の
教
会
の
課
題
を
提
言
す
る
。
そ
し
て
教
会
は
絶
え
ず
改
革
の
過
程
に
あ
る
と
い
う
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
精
神
に
立
脚
し
、
教
会
が
世
の
た
め
の
教
会
と
な
る
と
き
は
じ
め
て
教
会
と
な
る
と
い
う
Ｄ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ

ー
の
こ
と
ば
を
掲
げ
、
そ
の
た
め
に
教
会
自
身
の
自
己
閉
塞
的
で
保
身
的
な
体
質
の
革
新
を
警
告
し
た
。
そ
し
て
「
成
人
し
た
世
界
」

（
Ｄ
・
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
）、
ま
た
「
急
激
な
社
会
的
変
革
」（
エ
ヴ
ァ
ン
ス
ト
ン
大
会
以
後
の
用
語
）
が
生
じ
て
い
る
ア
ジ
ア
世
界
の
全
領

域
に
お
け
る
教
会
の
複
合
的
か
つ
連
帯
的
な
証
の
重
要
性
を
提
唱
す
る
。
彼
は
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
社
会
科
学
的
状
況
認
識
、
倫

理
的
価
値
判
断
、
神
学
的
洞
察
の
必
要
性
を
述
べ
る
が
、
最
後
に
は
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
新
し
い
創
造
、
そ
こ
に
生
き
る
ユ
ー
モ
ア
、
そ
し
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て
希
望
の
教
会
の
喜
び
を
語
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
彼
が
あ
る
種
の
ゆ
と
り
を
持
ち
つ
つ
も
、
全
力
投
球
で
執
筆
し
た
著
作
で
あ
る
。

（
３
）
彼
は
Ｃ
Ｓ
研
究
会
で
地
域
教
会
の
資
料
収
集
に
協
力
し
、
そ
れ
を
も
っ
て
大
著
『
倉
敷
の
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
日
本
基
督
教

団
出
版
局
、
一
九
七
九
年
）
を
執
筆
し
、
刊
行
し
た
。
彼
は
イ
ェ
ー
ル
神
学
校
在
学
中
に
Ｌ
・
ポ
ー
プ
の
宗
教
社
会
学
に
学
ん
だ
。
Ｌ
・

ポ
ー
プ
は
北
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
ガ
ス
ト
ニ
ア
の
綿
織
物
工
場
で
一
九
二
九
年
に
起
こ
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
問
題
に
対
す

る
教
会
の
対
応
、
そ
の
背
後
に
あ
る
教
会
と
セ
ク
ト
の
関
係
、
社
会
的
階
級
と
宗
教
の
関
係
な
ど
を
綿
密
に
分
析
し
、
そ
の
積
極
的
関
係

を
提
示
し
た
（M

illhands
and

Preachers,Y
ale

U
niv.Press,

1942

）。
彼
は
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
、
そ
の
提
示
し
た
宗
教
社
会
学
的
仮

説
が
倉
敷
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
を
考
え
た
。
彼
は
留
学
よ
り
帰
国
後
半
年
間
倉
敷
教
会
長
期
応
援
教
師
と
し
て
活
動
し
た
が
、
こ
れ

が
彼
の
執
筆
を
た
す
け
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
彼
は
人
文
研
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
膨
大
な
倉
敷
教
会
資
料
を
用
い
て
こ
の

大
著
を
完
成
し
た
。
こ
れ
は
あ
る
社
会
の
文
化
と
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
を
そ
の
地
域
の
教
会
に
み
よ
う
と
す
る
彼
独
自
の
教
会
史
研
究
で

あ
る
。

石
で
組
ま
れ
た
塀
に
白
壁
の
倉
が
軒
を
連
ね
、
緑
の
柳
が
川
面
に
揺
れ
、
美
術
館
、
民
芸
館
が
建
ち
並
ぶ
倉
敷
の
人
た
ち
の
中
に
彼
は

独
自
の
伝
統
的
な
精
神
的
資
質
を
み
た
。
彼
は
彼
ら
に
内
在
す
る
天
領
の
治
外
法
権
意
識
か
ら
、
逃
亡
者
に
対
す
る
庶
民
的
義
侠
心
が
生

ま
れ
、
こ
れ
が
キ
リ
ス
ト
教
に
触
発
さ
れ
て
隣
人
に
尽
く
す
行
為
に
な
っ
た
と
し
、
そ
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
不
敬
罪
に
問
わ
れ
て

投
獄
さ
れ
た
山
川
均
を
大
原
孫
三
郎
が
訪
れ
、
義
兄
林
源
十
郎
（
Ⅰ
）
が
そ
の
た
め
に
配
慮
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
（
一
一
九
頁
以
下
）。
彼

は
岡
山
、
倉
敷
の
伝
道
開
始
か
ら
戦
時
下
に
い
た
る
ま
で
実
業
家
、
公
務
員
、
商
人
、
教
師
、
農
民
、
漁
民
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
信

徒
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
人
間
像
を
描
き
出
し
た
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
お
い
て
信
徒
の
重
要
性
を
強
調
し
た
彼
の
主
張
が
、
そ

こ
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
組
合
教
会
総
会
中
止
を
求
め
た
憲
兵
の
要
求
を
拒
否
し
、
教
会
の
内
情
を
調
べ
よ
う
と
す
る
特
高
の
質
問
を

軽
く
あ
し
ら
っ
た
林
源
十
郎
（
Ⅱ
）
の
挿
話
も
記
さ
れ
て
い
る
（
三
八
七
―
八
八
頁
）。
組
合
教
会
の
戦
時
協
力
の
呼
び
か
け
、
日
本
基
督
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教
団
の
成
立
と
い
っ
た
問
題
の
中
を
生
き
た
こ
の
地
方
教
会
の
し
た
た
か
な
歩
み
を
彼
は
共
感
的
に
述
べ
て
い
る
。

Ｃ
Ｓ
研
究
会
で
一
〇
年
の
研
究
調
査
に
も
と
づ
き
出
版
さ
れ
た
『
松
本
平
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教

―
井
口
喜
源
治
と
研
成
義
塾

―
』

（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
七
九
年
）
に
も
彼
は
論
文
を
執
筆
し
て
い
る
。
こ
れ
も
彼
の
地
域
教
会
史
研
究
の
一
環
で
あ
る
。「
ア
ル
プ
ス
の

山
々
の
ど
っ
し
り
と
し
た
風
情
は
変
り
な
く
、
安
曇
野
を
流
れ
る
万
水
川
の
水
は
今
も
豊
か
で
あ
る
。
今
日
、
地
方
に
生
き
る
民
衆
の
生

き
ざ
ま
が
と
わ
れ
、
画
一
化
さ
れ
た
教
育
の
危
機
が
指
摘
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
土
着
化
の
要
が
説
か
れ
て
い
る
と
き
、
井
口
喜
源
治
が

研
成
義
塾
を
通
し
て
試
み
た
教
育
の
理
念
と
実
践
は
わ
れ
わ
れ
に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
と
思
う
」（
ｖ
）
と
彼
が
「
は
し
が
き
」

で
述
べ
た
こ
と
ば
が
、
彼
の
井
口
喜
源
治
（
一
八
七
〇
―
一
九
三
八
年
）
へ
の
共
感
と
今
日
に
お
け
る
教
育
の
課
題
を
率
直
に
表
明
し
て

い
る
。

彼
の
論
稿
「
和
服
の
キ
リ
ス
ト
者

―
井
口
喜
源
治
の
信
仰
（
２
）

―
」
は
、
井
口
に
関
す
る
現
存
の
資
料
を
あ
ま
ね
く
調
査
し
、

安
曇
野
に
生
き
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
者
、
日
本
の
土
壌
に
根
付
い
た
キ
リ
ス
ト
教
の
言
説
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
論
稿

「
教
友
会

―
『
新
故
郷
』
の
人
び
と
（
２
）

―
」
は
井
口
に
学
ん
だ
教
え
子
で
一
九
一
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
付
近
に
移
住

し
た
人
た
ち
の
苦
難
の
歩
み
を
克
明
に
伝
え
る
。
そ
こ
で
井
口
の
こ
と
ば
を
覚
え
、
移
住
し
た
土
地
と
人
々
を
愛
し
た
彼
ら
の
生
き
方
に

国
際
的
な
日
本
人
の
先
駆
的
意
義
を
彼
は
見
出
す
の
で
あ
る
（
一
九
三
頁
）。

な
お
こ
れ
ま
で
述
べ
た
地
域
教
会
史
研
究
の
範
疇
に
該
当
す
る
論
文
と
し
て
「
初
期
の
同
志
社
と
松
山
の
人
び
と
」（『
Ｃ
Ｓ
研
究
』
一

九
八
八
・
三
）、“C

haracteristics
ofLeadership

in
the

Japanese
U

nited
C

hurch
in

C
anada

―C
ase

Study
ofY

oshim
itsu

A
K

A
-

G
A

W
A

and
K

osaburo
SH

IM
IZU

”
(op.cit.,1992.7)

が
あ
る
。
ま
た
在
米
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
で
波
乱
の
生
涯
を
た
ど
っ
た
実
業
家
と

そ
の
娘
で
あ
る
作
家
の
伝
記
『
異
文
化
・
交
流
の
は
ざ
ま
で

―
内
田
淑
子
の
ル
ー
ツ
と
生
涯

―
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
も

こ
れ
に
関
連
す
る
著
作
に
な
る
だ
ろ
う
。
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以
後
本
節
は
定
め
ら
れ
た
枚
数
の
関
係
で
箇
条
書
き
と
す
る
。

（
４
）
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
人
間
像
　
「
森
本
慶
三
の
人
と
思
想
」（
Ｃ
Ｓ
編
『
日
本
の
近
代
化
と
キ
リ
ス
ト
教
』
新
教
出
版
社
、
一

九
七
三
年
）、「
宮
崎
安
右
衛
門
（
童
安
）
の
聖
貧
道
」（
人
文
研
編
『「
六
合
雑
誌
」
の
研
究
』
教
文
館
、
一
九
八
四
年
）、「
田
中
正
造
の

聖
書
観
」（『
Ｃ
Ｓ
研
究
』
一
九
八
九
・
三
）、「
改
め
て
注
目
さ
れ
る
新
井
奥
邃
」（『
福
音
と
世
界
』
二
〇
〇
〇
・
七
）、「
良
寛
を
敬
慕
し

た
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
」（『
基
督
教
研
究
』
一
九
九
一
・
三
）、『
良
寛
を
愛
し
た
キ
リ
ス
ト
者
　
小
倉
章
蔵
の
生
涯
』（
日
本
基
督
教
団
出
版

局
、
一
九
九
二
年
）、『
良
寛
と
キ
リ
ス
ト
　
大
宮
季
貞
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
』（
考
古
堂
書
店
、
一
九
九
六
年
）、『
和
服
の
キ
リ
ス
ト
者

木
月
道
人
遊
行
記
』（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
二
〇
〇
一
年
）

（
５
）
日
本
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
文
化
　“C

hristian
E

ncounter
w

ith
M

en
of

N
on-C

hristian
Faiths

in
Japan”

(Studies
in

the
C

hristian
R

eligion,1965.3),“A
N

ew
D

oxology
ofthe

C
om

m
unity

ofthe
FirstFruits

-C
hristand

C
ulture

in

Japan”
(op.

cit.,
1966.8),

「
神
は
飯メ
シ

で
あ
る

―
ア
ジ
ア
の
現
実
に
お
け
る
神
学
」（『
福
音
と
世
界
』
一
九
七
七
・
五
）、G

od
is

R
ice:

A
sian

C
ulture

and
C

hristian
Faith

(W
orld

C
ouncilofC

hurches,1986),

「
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
と
文
化
」（『
福
音
と
世
界
』

一
九
九
二
・
二
）、W

hen
the

B
am

boo
B

ends:C
hristand

C
ulture

in
Japan

(W
C

C
Publications,2002)

（
６
）
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
宣
教
師
　
「
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
日
本
伝
道

―
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
日

本
開
教
100
年
を
迎
え
て

―
」（『
同
志
社
ア
メ
リ
カ
研
究
』
一
九
六
八
・
九
）、「
Ｄ
・
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
研
究

―
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
の

背
景
と
日
本
伝
道
の
開
始

―
」（
同
上
誌
、
一
九
七
七
・
三
）、「
同
志
社
の
宣
教
師
た
ち

―
明
治
期
」、「
大
正
・
昭
和
前
期
の
宣
教
師

た
ち
」（
い
ず
れ
も
『
同
志
社
百
年
史
』
一
九
七
九
年
）、「
宣
教
師
Ｊ
・
Ｌ
・
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
の
伝
道
と
そ
の
性
格
」（『
基
督
教
研
究
』
一

九
八
八
・
四
）、「
排
耶
論
に
こ
た
え
た
宣
教
師
た
ち

―
Ｍ
・
Ｌ
・
ゴ
ー
ド
ン
と
Ｊ
・
Ｌ
・
ア
ッ
キ
ン
ソ
ン
の
場
合

―
」（
人
文
研
編
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『
排
耶
論
の
研
究
』
教
文
館
、
一
九
八
九
年
）、『
Ｃ
・
Ｂ
・
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
の
生
涯

―
美
と
愛
の
探
求

―
』（
創
元
社
、
二
〇
〇
三
年
）

（
７
）
組
合
教
会
関
係
の
人
た
ち
　
「
小
崎
弘
道
に
お
け
る
国
家
思
想
の
展
開

―
明
治
前
半
期
を
中
心
に

―
」（
人
文
研
編
『
熊
本

バ
ン
ド
研
究
　
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一
源
流
と
展
開
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
五
年
）、「
海
老
名
を
と
ら
え
る
視
点

―
海

老
名
の
神
学
思
想
に
つ
い
て
の
一
考
察

―
」（『
Ｃ
Ｓ
研
究
』
一
九
七
五
・
三
）、「
中
島
重

―
人
格
社
会
主
義
の
先
駆
者

―
」（
和
田

洋
一
編
『
同
志
社
の
思
想
家
た
ち
』
下
、
同
志
社
大
学
生
協
出
版
部
、
一
九
七
三
年
）、「
内
ヶ
崎
作
三
郎
に
お
け
る
人
間
と
文
化
」（
人
文

研
編
『「
六
合
雑
誌
」
の
研
究
』
前
出
）、「
ナ
タ
ナ
エ
ル
の
信
仰

―
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
に
お
け
る
小
崎
道
雄

―
」（『
Ｃ
Ｓ
研
究
』

一
九
八
四
・
三
）、『
土
に
祈
る

―
耕
牧
　
石
田
英
雄
の
生
涯
』（
教
文
館
、
一
九
八
五
年
）、「『
七
一
雑
報
』
の
論
説
の
研
究
」（
人
文
研

編
『「
七
一
雑
報
」
の
研
究
』
同
朋
舎
、
一
九
八
六
年
）、「
日
本
組
合
基
督
教
会
の
歴
史
と
課
題

―
そ
の
百
年
に
当
た
っ
て

―
」（『
基

督
教
研
究
』
一
九
八
七
・
三
）、「『
新
人
』
に
お
け
る
宗
教
思
想
」、「『
新
人
』『
新
女
界
』
に
お
け
る
宗
教
と
美
術
」（
い
ず
れ
も
人
文
研

編
『「
新
人
」「
新
女
界
」
の
研
究
　
二
〇
世
紀
初
頭
キ
リ
ス
ト
教
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
』
人
文
書
院
、
一
九
九
九
年
）、「
吉
野
作
造
の
朝
鮮

観
　
二
・
八
宣
言
と
東
京
朝
鮮
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
問
題
」（『
福
音
と
世
界
』
二
〇
〇
四
・
三
）、「
山
室
軍
平
の
周
辺

―
バ
ッ
ク
ス
ト
ン
と
山
田

弥
十
郎
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
人
文
研
編
『
山
室
軍
平
の
研
究
』
同
朋
舎
出
版
、
一
九
九
一
年
）

（
８
）
各
個
教
会
史
　
「
総
論
　
捨
身
で
生
き
た
牧
会
者

―
牧
師
田
崎
健
作
の
生
涯
」（『
白
骨
の
進
軍
　
伝
道
者
田
崎
健
作
の
信
仰
と

生
涯
』
日
本
基
督
教
団
弓
町
本
郷
教
会
、
一
九
八
一
年
）、「
本
郷
教
会
の
人
び
と

―
明
治
・
大
正
期
を
中
心
と
し
て

―
」（『
弓
町
本

郷
教
会
百
年
史
』
同
、
一
九
八
六
年
）、「
胎
動
期
」、「
誕
生
期
」、「
編
集
後
記
」（
い
ず
れ
も
『
京
都
教
会
百
年
史
』
日
本
基
督
教
団
京
都

教
会
、
一
九
八
五
年
）

（
９
）
キ
リ
ス
ト
教
と
美
術
　
『
聖
書
の
こ
と
ば
　
現
代
日
本
美
術
と
と
も
に
』（
創
元
社
、
一
九
六
六
年
）、C

hristian
A

rt
in

A
sia

(K
yo

B
un

K
w

an
in

A
ssociation

w
ith

C
C

A
,1975),

『
天
寵
の
旅
人
　
画
家
宮
芳
平
の
生
涯
と
作
品
』（
日
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
出
版
部
、
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一
九
七
九
年
）、
編
著
『
渡
辺
禎
雄
聖
書
版
画
集
』（
新
教
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、E

d.and
C

on.
T

hat
A

ll
M

ay
B

e
O

ne:
A

G
uide

for
C

hristian
A

rt
in

A
sia

(A
sian

C
hristian

A
rt

A
ssociation,

1987),C
o-E

d.and
C

on.w
ith

M
egum

i
Y

oshida,
C

onsider
the

Flow
ers

-
M

editation
in

Ikebana
(K

yo
B

un
K

w
an,
1990),C

o-C
on.w

ith
R

on
O

'G
rady,T

he
B

ible
through

A
sian

E
yes

(Pace

Publishing
in

A
ssociation

w
ith

A
sian

C
hristian

A
rt

A
ssociation,K

ansai
Sem

inar
H

ouse),“M
ission

in
E

xpectation
of

the

D
aw

n”
in

C
o-E

d.w
ith

G
odw

in
R

.Singh,
M

ission
and

A
rt

(C
C

A
and

A
sian

C
hristian

A
rt

A
ssociation,

1994),C
o-E

d.and

C
on.w

ith
A

lison
O

’G
rady,

T
he

Place
W

here
G

od
D

w
ells:

A
n

Introduction
to

C
hurch

A
rchitecture

in
A

sia
(op.cit.,

1995),

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
美
術
　
ソ
ウ
ル
で
の
Ａ
Ｃ
Ａ
Ａ
二
十
五
周
年
記
念
会
に
出
席
し
て
」（『
福
音
と
世
界
』二
〇
〇
三
・
一
〇
）、

「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
美
術
」（
神
田
健
次
編
『
講
座
　
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
２
　
美
術
・
建
築
』
日
本
基
督
教
団
出
版

局
、
二
〇
〇
六
年
）、『
美
と
真
実
　
近
代
日
本
の
美
術
と
キ
リ
ス
ト
教
』（
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

（
10
）
キ
リ
ス
ト
教
学
校
な
ど
　
「
初
期
の
同
志
社

―
神
学
教
育
と
伝
道
活
動
」（『
同
志
社
百
年
史
』
一
九
七
九
年
）、『
信
仰
の
旅
人

た
ち

―
頌
栄
90
年
の
歴
史
に
学
ぶ
も
の
』（
頌
栄
短
期
大
学
、
一
九
八
〇
年
）、『
輝
け
る
星
の
如
く

―
神
戸
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
百
周

年
を
記
念
し
て
』（
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
一
九
八
六
年
）、Shine

as
Lights

in
the

W
orld:A

B
riefA

ccount
ofthe

C
entennial

H
istory

of

K
obe

YM
C

A
(K

obe
Y

M
C

A
,1986),

『
松
蔭
に
薫
る
も
の
　
松
蔭
女
子
学
院
創
立
百
周
年
記
念
講
演
』（
松
蔭
女
子
学
院
、
一
九
九
二
年
）、

『
勝
海
舟
と
新
島
襄
　
新
島
講
座
第
14
回
東
京
公
開
講
演
会
』（
同
志
社
、
一
九
九
四
年
）、
創
刊
五
〇
号
記
念
エ
ッ
セ
イ
集
　
キ
リ
ス
ト
教

社
会
問
題
研
究
会
と
私
「
は
じ
め
に
パ
ト
ス
あ
り
き
」（『
Ｃ
Ｓ
研
究
』
二
〇
〇
一
・
一
二
）、『
ゆ
く
て
は
る
か
に
　
神
戸
女
子
神
学
校
物

語
』（
教
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
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７
　
晩
年

一
九
九
六
年
に
竹
中
は
同
志
社
大
学
を
定
年
退
職
し
、
名
誉
教
授
に
遇
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
彼
は
聖
和
大
学
教
授
に
招
か
れ
た
。

こ
の
大
学
は
こ
の
年
に
設
置
し
た
人
文
学
部
に
キ
リ
ス
ト
教
学
科
と
英
米
文
化
学
科
を
置
い
た
。
彼
は
後
者
の
学
科
に
所
属
し
た
が
、
単

に
英
米
文
化
を
紹
介
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
内
在
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
的
底
流
を
教
え
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
た
。
彼
が
学
部
と

大
学
院
で
担
当
し
た
科
目
を
見
る
と
、
こ
れ
は
明
白
で
あ
る
。
彼
に
学
ん
だ
一
学
生
は
、
彼
の
こ
と
ば
に
生
の
原
点
を
知
っ
た
、
と
い
う

（
生
駒
幸
子
、『
友
へ
』
八
一
―
二
頁
）。

聖
和
大
学
は
も
と
聖
和
女
子
学
院
と
い
わ
れ
、
神
戸
女
子
神
学
校
と
ラ
ン
バ
ス
女
学
院
が
一
九
四
一
年
に
合
同
し
た
学
校
で
あ
っ
た
。

彼
は
「
か
よ
わ
き
こ
の
身
を
　
み
く
に
に
さ
ゝ
げ
ぬ
　
は
る
け
き
ゆ
く
て
を
　
主
よ
み
ち
び
き
て
よ
」
と
歌
っ
た
女
子
神
学
生
に
深
い
共

感
と
い
ま
は
亡
き
こ
の
神
学
校
に
哀
惜
の
念
を
も
っ
て
『
ゆ
く
て
は
る
か
に
　
神
戸
女
子
神
学
校
物
語
』
を
二
〇
〇
〇
年
に
刊
行
し
、
そ

こ
に
教
師
と
学
生
の
人
間
模
様
を
描
き
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
間
愛
に
満
ち
た
著
作
の
背
景
に
、
実
は
痛
惜
の
体
験
が
彼
に
あ
っ
た
。
彼
の
妻
文
子
の
死
（
一
九
九
九
・
三
・
一
一
）

で
あ
る
。
彼
女
は
お
お
ら
か
な
性
格
で
人
々
の
善
意
を
信
頼
し
、
積
極
的
に
活
動
す
る
彼
を
暖
か
く
支
え
、
励
ま
し
、
喜
ん
で
行
動
を
と

も
に
し
た
姉
さ
ん
女
房
で
あ
っ
た
。
そ
の
彼
女
が
一
九
八
六
年
に
体
の
異
常
を
覚
え
て
病
院
で
手
術
し
て
以
来
、
十
数
年
間
体
の
調
、
不

調
が
続
い
た
。
彼
の
看
護
の
努
力
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
の
経
過
と
自
己
の
想
念
を
『
福
音
と
世
界
』（
二
〇
〇
〇
・
四
）
に

発
表
し
、
さ
ら
に
章
を
付
け
加
え
て
『
生
と
死
の
は
ざ
ま
で

―
妻
を
し
の
び
て

―
』（
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を
刊
行
し

た
。
彼
は
そ
こ
で
、
生
と
死
の
問
題
を
実
存
的
に
と
ら
え
、
伴
侶
を
失
っ
た
も
の
の
寂
寥
感
を
訴
え
、
家
族
を
失
っ
た
西
田
幾
多
郎
、
中

川
秀
恭
、
阿
部
六
郎
、
大
林
浩
な
ど
の
こ
と
ば
を
伝
え
る
。
そ
れ
は
十
字
架
と
復
活
に
よ
っ
て
生
と
死
を
き
り
ひ
ら
い
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
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ス
ト
へ
の
信
仰
に
貫
か
れ
て
い
る
。

正
夫
は
文
子
の
死
後
一
心
不
乱
に
著
作
の
執
筆
に
没
頭
し
、
次
々
と
そ
れ
を
刊
行
し
た
。
た
し
か
に
彼
は
独
り
で
日
常
生
活
を
こ
な
す

タ
フ
な
ひ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
心
の
中
に
ひ
ろ
が
る
空
虚
な
孤
独
感
を
避
け
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
黒
瀬
百
合
子
と
の
出
会
い
で

彼
は
そ
れ
を
克
服
し
た
。
彼
は
当
時
神
戸
女
学
院
の
理
事
を
委
嘱
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
女
は
そ
こ
に
働
い
て
い
た
聡
明
な
女
性
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
二
〇
〇
二
年
一
二
月
二
六
日
に
結
婚
し
た
。
彼
は
京
都
と
西
宮
を
往
復
し
つ
つ
四
季
折
々
の
自
然
を
見
事
に
撮
っ
た
彼
女
の
一
二

枚
の
写
真
に
自
分
を
支
え
て
い
る
こ
と
ば
を
あ
わ
せ
て
『
年
々
歳
々
』（
二
〇
〇
五
年
）
を
刊
行
し
た
。

二
〇
〇
六
年
五
月
に
彼
は
黄
疸
症
状
が
現
わ
れ
た
の
で
入
院
し
た
が
、
胆
管
癌
の
告
知
を
受
け
、
手
術
の
結
果
小
康
を
得
た
が
、
動
脈

瘤
破
裂
で
八
月
一
七
日
に
絶
命
し
た
。
彼
の
逝
去
を
悼
む
多
く
の
人
た
ち
が
京
都
教
会
に
お
け
る
葬
儀
に
出
席
し
た
。
彼
の
召
天
一
周
年

記
念
会
が
そ
の
日
に
竹
中
家
に
よ
っ
て
新
島
会
館
で
開
か
れ
、
約
二
〇
〇
名
が
出
席
し
た
。
百
合
子
が
編
集
・
発
行
し
て
出
席
者
に
当
日

贈
呈
し
た
『
友
へ
　Sincerely

Y
ours

』
に
は
彼
を
敬
愛
す
る
一
五
〇
名
以
上
に
お
よ
ぶ
国
内
外
の
人
た
ち
の
真
心
の
こ
も
っ
た
文
章
に

彼
の
遺
稿
、
国
内
外
の
活
動
を
伝
え
る
新
聞
記
事
、
写
真
、
そ
し
て
彼
の
年
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。


